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はじめに
小学校における地図指導は，小学校学習指導要領「社会」の第 3・4 学年の内容に位置づけられ
ており，社会科の教科書においても第 3・4 学年・上巻　つまり，小学校 3 学年の初期の単元にお
いて扱われている。そのため小学校 3 年生になると，どの児童も地図を学習する事が予想される。
では，小学校入学後から 2 年生終了までには，どのように地図と出会い，地図を活用する体験を
しているのであろうか。本研究は，小学校中学年の社会科において，児童が地図の指導を共通に開
始する前段階である小学校第 2 学年の生活科の教科書に焦点を当て，地図及びその活用場面の記載
状況を調査し，整理するものである。この基礎的な研究を踏まえて，今後，低学年における地図指
導の在り方を見いだすとともに，中学年の指導との接続を考えていきたい。
Ⅰ　本研究の目的と意義
Ⅰ -1　研究の目的と方法
本研究では，現在採択されている小学校生活科の検定教科書における地図の活用，読図・作図の
記述を調査する。ここでは，社会科の指導の開始期である 3 年生の内容との接続を考察するため，
第 2 学年の児童が使用する生活科の教科書を取り上げる。
Ⅰ -2　研究の意義
先行研究（1）おいて，生活科教科書における児童の発達段階から見た地図の取扱いの妥当性，平
成 4 年版，平成 8 年版等の教科書比較による地図の記載状況の比較を調査したものがある。
生活科創生期である平成元年版の小学校学習指導要領のもとで作成された平成 4 年版 12 社の生
活科の教科書と平成 8 年版 8 社の生活科の教科書の比較による検討結果としては次の点が指摘され
ている。
（1）床地図の様に大きなサイズの地図を共同で作成する活動を示唆するものが中心である。
（2）平成 4 年版と平成 8 年版のものを比較すると質量ともにやや後退が見られる。
以上の初期の段階での教科書の分析をもとに，本研究では，生活科誕生後，3 回目の学習指導要
領の改訂を前に現行の教科書の地図の取扱いの状況を調査・分析する。
生活科の教科書は児童と教師が，単元のストーリーや活動のモデルとして授業中に活用するとと
もに，教師自身にとっても学習材のモデルや指導・支援の方法についての情報となる。低学年にお
ける地図について，地図の形態，活用の位置づけ，活用方法が検討され，具体的に教科書に反映さ
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れることによって，生活科の指導経験の浅い教員にとっても，自信をもって授業実践できることを
願っている。
Ⅱ　小学校教科書「生活」第 2 学年の地図の活用における記述
Ⅱ -1　小学校教科書「生活」第 2 学年の地図の活用における記述
Ⅱ -1-1　調査対象
調査対象は，平成 20 年の小学校学習指導要領の改訂に基づき，平成 28 年度に採択されている平
成 26 年の検定教科書 8 社（2）～（9）とする。生活科の教科書は，学習指導要領で示す 9 項目の内容
が 2 年間でまとめて示されているため，学年別ではなく各社とも上・下巻となっており，学年の区
別がない。本研究では，中学年との接続についての観点から，第 2 学年における地図の取扱いに焦
点を当てるため，通常低学年の後半で活用すると考えられる下巻について調査を行うこととした。
Ⅱ -1-2　調査の内容
調査については，先行研究（10）の項目を参考にするとともに，その地図作成のプロセス，及び活
用場面についての記述についても実施した。
調査内容（項目）は次のとおりである。
1　「床地図」の取扱い
2　「絵地図」の取扱い
3　「床地図」「絵地図」の活用場面
Ⅱ -2　生活科教科書（下巻）の地図の活用における調査結果
ここでは，調査項目ごとの結果から，現行の生活科教科書の地図の活用における実態を把握する。
Ⅱ -2-1　掲載されている地図の形態について
教科書には，児童作品である「絵地図」「床地図」以外にも，イラストによる四季の鳥瞰図，地
域にある地域の防災マップ等の写真も掲載されている。ここでは児童の学習活動としての地図の活
用に焦点を当てるため，児童自身が作図あるいは地図上に表現する活動が想定される地図を調査し
た。なお，「床地図」においては，床面に置いて活動する事のみを目的とした地図とは別に，最初
の段階では「床地図」として活用し，その後，壁面等に掲示する「絵地図」とする場合もある。こ
の両者は区別して記載した。また，地図の大きさ，及び活用の対象（全員，グループ，個人）につ
いても教科書の記載内容から可能な限り判断している。
Ⅱ -2-2　「床地図」の取扱い
生活科教科書・下巻の「床地図」の取扱いについての調査結果を一覧すれば〈表 2-2-1〉の通り
である。
8 社のうち，床地図を掲載しているものは 6 社であった。その中で床地図としてのみ活用してい
るもの 3 社，床地図として活用後，掲示用絵地図として活用しているものが 3 社あった。また，完
成した床地図のみの掲載で作成過程が不明のものを除くと，地図の最初の段階で，各社とも道・目
印となる建物等を平面的に教師が事前に記入していたことが推測できる。なお，廃止前の小学校低
学年社会科で用いられていた床地図では，その特性を生かして，「道のみを教師が事前に記入し，
児童が箱等の立体で目印となる建物等を位置づけ，歩きながら確認する」という活動のできるもの
が多くみられていた。そのような活動が予想される「床地図」は今回の生活科教科書・下巻におい
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ては確認できなかった。床地図をその後，掲示用絵地図として活用することを考慮すると，床面で
作成する際も，平面的な地図になり，大きさにもある程度制約が出てきたものと思われる。
これまでの方法である「教師が道等を予め事前に記入した床地図」とは異なる作成過程を示した
床地図を 1 社が取り上げている。これは，事前に家から学校までの道カードを各児童が作成し，学
校のみを記入した模造紙 2 ～ 4 枚程度の大きさの紙（床面におかれたもの）に位置づけて，床地図
を作成する形式のものである。この地図も児童が歩いて確認することのできる大きさではないため，
自分を描いたペープサートを地図上で動かす活動が提示されている。
表 2-2-1　生活科教科書・下巻における「床地図」の取扱い
教科書会社 T D G Ks S M Kr N
床地図の有無 
掲載方法
－ 床地図① 
イラスト 
全体 
床地図② 
写真 
部分
床地図 
イラスト 
全体
床地図 
イラスト 
全体 
※教科書では
「絵地図」と表
示
－ 床地図 
写真
床地図 床地図
最初の段階で
の記載済と予
想されるもの
床地図① 
学校 
 
床地図② 
道 
目印となる建
物等 
児童の家
完成した地図
が示されてお
り最初の段階
での地図は不
明
学校 
道 
目印となる建
物等
作成後の地図
が示されてお
る，最初の段
階での地図は
不明 
道・川は事前
に記入と予想
される
学校 
道 
目印となる建
物等
学校 
道 
目印となる建
物等
床地図の作成
過程に関する
活動
床地図① 
各自の道 
カードを 
貼付 
 
探検を伝える
場では，新た
にカードが多
数貼付されて
いるが作成過
程は不明 
 
床地図② 
紹介カードを
置く 
机上で作成し
た画用紙大の
絵地図と類似 
サイズは異な
る
発見カードを
地図上に置く。 
※発表の際は
壁面掲示用地
図として活用 
※特設ページ
で作成方法を
提示 
（道をテープで
作る等）
探検前の作成
過程は不明 
探検後は児童
が発見カード
を貼付 
※発表場面で
は壁面掲示用
地図として活
用 
※単元の終末
では床地図と
して活用
写真と説明を
記入したカー
ド貼付 
※児童の発見
カードは絵と
文であるため
作成過程不明
児童が気付き
等を付箋に記
入して貼付 
 
※次時以降，
壁面掲示の絵
地図として活
用
Ⅱ -2-2　「絵地図」の取扱い
生活科教科書・下巻の「絵地図」（「床地図」を除く）の取扱いについての調査結果を一覧すれば〈表
2-2-2〉の通りである。
8 社すべてにおいて，絵地図が 1 回以上掲載されていた。そのうち，5 社は，模造紙 1 ～ 2 枚大
の掲示用絵地図（床地図として作成し，掲示用地図としたものも含む）であった。また，1 社はグ
ループ用の地図で 4 つ切り画用紙程度の大きさであると推測される。個人用の地図は 2 社が掲載し
ている。そのうち 1 社は探検活動の段階ごとに書き加えていくことを意図した地図であり，書き加
えて変化していく地図が，活動に対応して具体的に提示されている。個人用の地図を取り上げた他
の 1 社については，床地図の項でも記したように，学校と家の間の道と目印を自分で考えながら描
く道カードである。この地図は，床地図に貼付するため，最終的には全体地図になる。地図の作成
方法については，8 社のうち 2 社は，作成終了後の掲示用絵地図が教科書に掲載されているのみで，
作成者や作成方法は示されていなかった。1 社については，発展的な学習コーナーの挿絵として児
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童の背面に掲示用絵地図の部分が描かれており，地図の活用例としてとらえるに留めるという扱い
であった。他の 6 社については，絵地図が複数回提示されており，作成のプロセスについては程度
の差があるが記載されている。特に 2 社は地図の作成手順について具体的に示しており，そのうち
1 社は地図の作成方法について特設ページ（見開き）で掲載している。この特設ページには，身の
回りで児童が目にすると予想される防災マップ等の地図にも触れている。
なお，方位については，2 社が取り上げており，1 社は前述の地図の作成に関する特設ページに
おいて，太陽と方位の関係に触れ，作成例の地図にも 4 方位を記入している。他の 1 社は，発展学
習として，教科書の欄外に東西南北を学校の校門（「東門」等）の呼び方と関連させたものを示し
ている。以上のように，絵地図に関しては，8 社とも 1 回以上は教科書に提示しているが，その内容・
方法については，イメージ画としての絵地図から，絵地図の具体的な作成の手順・4 方位・身の回
りの地図まで広げているものまで，各社の取り上げ方に差があることが明らかとなった。
表 2-2-2　生活科教科書・下巻における「絵地図」の取扱い
教科書会社 Ｔ Ｄ Ｇ Ｋｓ Ｓ Ｍ Ｋｒ Ｎ
絵地図の有
無
掲載方法
絵地図 絵地図 絵地図 絵地図 絵地図 絵地図 ※ 
絵地図
絵地図
イラスト 作品モデル イラスト 作品モデル 作品モデル 写真 
部分
イラスト 
部分
イラスト
※学校まで
の道カード 
自宅から学
校までの地
図を作成
※床地図を
発表のため
に黒板に掲
示したもの
チャレンジ
発展学習ﾞ
のイメージ
として
※床地図と
して作成し
たものを絵
地図として
活用
活用対象
（全体・個
人）
大きさ（目
安）
全体 個人 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 個人 全体 全体 全体 全体
黒板貼付 画用紙
縦 1/2サイ
ズ
机上作成，
画用紙大
携帯できる
大きさ
黒板貼付 黒板貼付 壁面掲示 壁面掲示用
最初の段階
での記載済
と予想され
るもの
学校
道
目印の建物
等
児童の家
－
※全て児童
が作成
学校
道
目印の建物
等
学校
道
目印の建物
等
※完成地図
が掲載され
ているため
不明
道
目印の建物
道沿いの住
宅樹木等
※作成後の
地図が示さ
れているた
め不明
道・川は事
前に記入と
予想される
※完成地図
が掲載され
ているため
不明
道
建物
児童による
作成過程
児童作成の
発見カード
を教師が貼
付
学校と家を
記入
通学路の様
子を想起し
て記入
※その後，
床地図に貼
付する活動
につなぐ
個人用地図
に児童が探
検中に見つ
けた事を直
接記入
安心安全に
ついても加
筆
作成過程不
明
取材結果に
関する写真
を児童が貼
付 
床地図とし
て作成しを
黒板掲示用
にする。
カード
・写真貼付
絵地図につ
いての補充
や発展的な
指導
特設ページ
児童による
絵地図作成
手順
特設ページ
絵地図
作成方法
方位等の取
扱い
特設ページ
４方位の意
味
町にある地
図の紹介
発展
4方位
東西南北の
つくところ
に関心を持
たせる問い
かけ
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Ⅱ -2-3　「床地図」「絵地図」の活用場面
生活科教科書・下巻の「床地図」「絵地図」の活用場面についての調査結果を一覧すれば〈表
2-2-3〉の通りである。
表は，「床地図」「絵地図」が教科書に提示される順序に基づいて，その活用場面を整理したもの
である。8 社のうち，4 社が床地図または絵地図を町探検の導入段階での活用を位置づけており，4
社が探検の計画段階での地図の活用を示している。最も多い活用場面は，探検後の気付きを記入（ま
たはカード等を貼付）し，他者と伝え合う（発表も含む）活動であり，8 社であった。探検中に地
図を活用することを取り上げたものは 1 社であり，探検計画の際に，自作の地図を用意し，探検で
見つけたことを地図上に記録することをモデル地図とキャラクターの吹き出しで示している。
各社の床地図と絵地図の掲載内容について活動の流れに沿って確認していくと，特に登場人物と
同様にイラストで地図を表現している場合，幾つかの問題が見られる。地図上に児童が貼付してい
くカード等が学習活動の進行に即して増えていた状況から，掲載ページによっては途中で欠落する
等の曖昧な増減があった。同様に，教科書毎に掲載されている地図のサイズを人物の大きさを基準
として検討してみると，同一地図でありながら，ページ毎にそのサイズが異なっていると考えられ
る場合があった。例えば，児童が机上で作成していた 4 つ切り画用紙大の地図が，別のページでは
模造紙大となって壁面に掲示されていたり，別の場面では模造紙 2 ～ 4 枚分の大きさの床地図とし
て描かれていたりするなど統一性に欠け，曖昧な表現がみられた。児童にとっては，同一の絵地図
や床地図を継続して単元の中で使用している設定である。キャラクターや一般的な背景とは別の観
点での検討が必要であると考えられる。
地図の活用場面を写真で示した場合も，地図そのものは一部分のみが掲載されているため，児童
が地図の全体像を描くことが難しいと思われる提示方法も見られた。特に写真の場合は，完成され
た地図の提示が多く，児童の活動の段階に合わせて，地図に表現されるものが増えていく等の過程
を視覚的にとらえることができる提示はほとんどなかった。
表 2-2-3　生活科教科書・下巻における「床地図」「絵地図」の活用場面
教科書会社 Ｔ Ｄ Ｇ Ｋｓ Ｓ Ｍ Ｋｒ Ｎ
床地図・絵
地図の活用
場面①
絵地図 絵地図 絵地図 床地図 絵地図 床地図 床地図 床地図
町探検導入 通学路の交
流
町探検の計
画
町探検の導
入
探検活動後
のまとめ
町巡り後の
気付きと探
検計画
探検結果の
児童相互の
伝え合い
児童が探検
前の気付き
等を交流
床地図・絵
地図の活用
場面②
絵地図 床地図 床地図 絵地図 絵地図 床地図 絵地図 絵地図
町探検後の
発表
町探検の導
入
発表場面 探検計画 発表場面 探検振り返
り
チャレンジ
発展学習と
して，幼児
に伝える例
探検の導入
床地図・絵
地図の活用
場面③
絵地図 床地図 絵地図 床地図 絵地図
上記の地図 
次の探検へ
の導入資料
探検後の発
表
探検活動 町探検発表 床 地 図 
探検計画
床地図・絵
地図の活用
場面④
絵地図 床地図 絵地図 絵地図
※伝える活
動の導入資
料
※町探検導
入
探検活動中 探検発表
床地図・絵
地図の活用
場面⑤
絵地図 絵地図 床地図 床地図
※
探検後の発
表で使用し
たものを
自分の成長
導入資料
※
児童作成
伝える活動
例
伝える活動
発展
活動の振り
返り
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床地図・絵
地図の活用
場面⑥
絵地図 床地図
※特設ペー
ジ
作成手順
次の町探検
の導入
床地図・絵
地図の活用
場面⑦
絵地図
伝える活動
の方法例
※は，参考作品や既習事項を想起させる資料として掲載されているもの
Ⅲ　本研究のまとめ
本研究は，低学年の地図指導の在り方を探るための基礎的な研究として，第 2 学年の児童が使用
する生活科の教科書における「床地図」「絵地図」の取扱いの状況について調査したものである。
調査を進める中で次の課題が明らかとなった。
第 1 に，生活科教科書・下巻における地図との出会いや地図の活用については，現行の検定教科
書 8 社の取扱いが異なっていることが明らかとなった。つまり，生活科の教科書をもとに授業を展
開した場合，低学年の間に繰り返し児童自身が地図を作成したり，活用したりした経験を持つ場合
と，一度も地図に触れないままで 2 年間を過ごす場合もあると推察される。
第 2 に，地図の作成手順や表現方法が具体的に示されている例もあるが，児童が地図に必要な要
素（目印になる建物等）を伝え合いの過程で考えたり，自他の作成した地図を実際に活用したりす
る具体的な体験の場が少ない。例えば，床地図は床に水平に置くことができるため，目印になる建
物等を立体で置いたり，地図上の道を実際に歩きながら確認したりすることが可能である。しかし，
壁面掲示用地図への転用も考慮して，歩くことのできない大きさや常掲できる平面的な地図にして
しまうことにより，低学年の児童にとっての床地図の良さを生かしていない場合もみられる。
第 3 に，教科書における地図の表現方法が，児童にとって理解しにくいものが見られた。教科書
に登場人物やキャラクターが地図を活用している場面をイラストで描くことは，児童が具体的に活
動をイメージする上で効果的である。しかし，描かれた地図の記載内容，人物の大きさを基準とし
た地図のサイズ，単元展開に伴う地図への表現内容の変化などが吟味されず，曖昧な提示があった。
教科書に示された絵地図や床地図は児童にとってはモデル作品であり，教師にとっても学習材や
授業づくりの資料としての意味をもつ。掲載にあたっては，地図という視点で吟味する必要がある。
おわりに
本研究においては，低学年における地図指導の在り方を考えるために，主に第 2 学年の児童が使
用すると思われる生活科教科書・下巻について，現行のすべての教科書の地図の取扱いの状況を調
査した。この結果をもとに，中学年社会科の前倒しではなく，低学年のこの時期に必要な地図との
出会い，活用について，生活科の教科特性を踏まえた年間計画・単元計画として考えていく必要が
ある。今回は，低学年と中学年の接続の観点から，第 2 学年に焦点を当てたが，幼児教育との学び
の繋がりにおいても，第 1 学年についての調査も必要である。生活科の指導経験の少ない教員も自
信を持って地図の活用を取り入れた授業づくりを行うことができるような低学年における地図指導
の在り方を提案していきたいと考えている。
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